
令和7年9月24日 令和7年度第二回日本水産学会水産増殖懇話会「海
洋温暖化とこれからの水産増養殖」（https://jsfs-fall.hiroshima-
u.ac.jp/symposium/#toc2 ）にて、「瀬戸内海の夏眠イカナゴへの水
温上昇の影響」という演題にて、瀬戸内海の春の風物詩であるイカナ
ゴが気候変動にともなう海水温上昇に対し将来被る影響をモデル推定
した研究成果を発表してきました。
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